
ウォーターセル株式会社

持続可能な農業づくりへの貢献



2会社概要

 所 在 地： 新潟県新潟市

 設 立： 2011年7月

 創 業 者： 長井 啓友（IPA情報処理推進機構 未踏スーパークリエータ）

 代 表 者： 渡辺 拓也

 従 業 員： 34名（2023年4月現在）

 主なサービス： 営農支援ツール アグリノート

営農情報共有ツール アグリノートマネージャー

米取引マッチングサービス アグリノート米市場

ウォーターセル株式会社



3アグリノートとは

・今年で11周年

・ご利用組織数

19,000以上

営農に関するさまざまな情報を記録・集計・出力する

営農支援ツール



4アグリノートマネージャーとは

生産者が「アグリノート」に保存した

営農情報を集約し、コミュニケーション効率化を実現

・2022年9月に
サービス開始



5ウォーターセルが目指すもの

生産者の役に立つ情報プラットフォームを提供し、

営農情報のデータ化、共有、連携で農業界の課題を解決



6カーボンクレジット取組における役割

アグリノートとアグリノートマネージャーを活用し、

カーボンクレジット申請業務を効率化
作業記録

▶ 2018年 4月11日 土壌改良材散布

▶ 2018年 4月13日 土壌改良材散布

▶ 2018年 4月19日 耕起

農薬別

▶ バリアード箱粒剤 2回

▶ タフブロック 1回

農薬成分別

▶ チアクロプリド 4回

▶ タラロマイセスフラバス 2回

肥料別

▶ 北越後ソイルスター 100kg

▶ ふくなり堆肥2号 200kg

▶ 有機３０魚沼ロマン側条専用（粒状） 50kg

NPK単位別集計

N：350kg (35kg /10a)

P：100kg (10kg /10a)

K：50kg（5kg /10a）

微量成分別集計

石灰：0mg(0mg/10a)

苦土：0mg (0mg /10a)

ホウ素：0mg（0mg /10a）

マンガン：0mg（0mg /10a）

生育記録グラフ 生育記録アルバム 収穫等級別

１等

検査後：7俵（60kg）（1.16俵 /10a）

２等

検査後：2俵（60kg）（0.5俵 /10a）

３等

検査後：1俵（60kg）（0.2俵 /10a）

タイムライン

2018年

４月１１日 土壌改良材散布 肥料：イセグリーン

４月１３日 土壌改良材散布 肥料：北越後ソイルスター

４月１９日 耕起

５月１０日 荒代掻き

５月１１日 本代掻き

５月１５日 移植

５月２０日 除草剤散布農薬：ゼータタイガーフロアブル

７月１１日 生育記録 草丈：72.2cm, 茎数：37.2本/株, SPAD：34.56

７月１８日 生育記録 草丈：74.2cm,茎数：39.2本/株, SPAD：32.3

７月２４日 追肥 肥料：越のかがやき

７月２７日 生育記録 草丈：77.5cm, 茎数：38本/株, SPAD：38.12

７月３１日 追肥 肥料：越のかがやき

８月８日 生育記録 草丈：82.4cm, 茎数：26.64本/株, SPAD：31.97

９月３０日 収穫記録 計測したタイミング：収穫時,品質・規格：乾燥重量, 

収穫量：2435kg
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✓

✓



7

生産者の声

北海道における取組事例

深川 旭川

新篠津

蘭越

美瑛

米の価値をあげたい

PRにつなげたい

副収入にしたい

収量・品質への影響
が気になる…



8GHG可視化における課題を解決

課題①

そもそもGHG可視化が困難

課題②

経済的インセンティブがない

解決策①

解決策②

データを収集、
GHG排出量を計算

企業の求めるGHG算定
ロジックをアドバイス

営農データを共有
農産物のブランド化、

有利販売に貢献

カーボンクレジットで
副収入創出

何をどう計算すればいい?
データ集めるの大変…

やっても儲からないことは
やらない

金融機関

有利販売

副収入創出



9持続可能な農業経営実現に向けたご提案

GAP GHG

農産物の安全を確保し、より良い農
業経営を実現するために、農業生産
において、食品安全だけでなく、環
境保全、労働安全等の持続可能性を
確保するための生産工程管理の取組

GHG排出量の削減を目的とする、
カーボンクレジットへの取り組み等

カーボンファーミング取組



10GAPモニター事業のご案内



11GHG可視化/PR取組のご案内



www.agri-note.jp


